
新技術・新分野創出のための
基礎研究推進事業
評価結果報告書

生物系特定産業技術研究推進機構



１．基礎研究推進事業の制度概要

（１）制度目的・目標

　　生物の持つ機能を高度に利用した新技術、新分野を創
出するための基礎的、独創的な基礎研究の推進を通じ、

　○農林水産物の高付加価値化・新需要の開拓

（カンキツ類のｶﾞﾝ予防効果等）

　　○農林水産業・食品産業等の生産性の飛躍的

向上（世界初の体細胞ｸﾛｰﾝ牛等）

　○地球規模の食料・環境問題の解決

　　　（乾燥・塩ｽﾄﾚｽ耐性の分子機構解明等）

　　など食料・農業・農村基本法に基づく基本計

　　画等を踏まえた諸課題の解決に資すること。



図１ｰ制度目的・目標

食料・農業・農村基本法に基づく
基本計画等に掲げる諸課題の解決

　研究者の自由な発
想に基づき、独創的な
シーズを幅広く芽吹か
せる目的指向型の基
礎研究

　国主導の具体的な
戦略的課題の下に
進めるプロジェクト型
技術開発



（２）制度の特色

①外部の専門家だけで構成される独立した
選考・評価委員会で採択候補を決定

②採択した課題の運営・管理・評価を恒常的
に担当する研究リーダー（プログラム・オフィ
サーの役割を担う者）等を設け、恒常的に
採択課題の管理・アドバイス

③研究契約は生研機構と研究者の所属機
関との間で締結



（３）公募分野

　①生物機能解明・生産力向上分野

　②高機能・高品質食品分野

　③生物系素材分野

　④生物系機能の利用による環境改善分野

　⑤工学・環境学的手法による生物機能向上分野

　⑥共通基盤に関する研究分野

（４）公募対象

　　日本国内の大学、国公立試験研究機関、独立
行政法人、民間等の試験研究機関
　

　　



表１ｰ採択試験研究機関の内訳
　　　　（平成8～14年度）

　　　２　　３３　　　６５割合（％）

　民間等国研（独法）大　学

注）「大学」における農学・生物資源系学部
以外の組織（理学・医学・工学系学部等）の
割合は５０％程度である。



（５）資金の配分方針
　　 一課題当たり１億円／年（間接経費込み）を上限とし、以
下の事項を考慮しつつ配分

　　　①研究チームの規模

　　　②試験研究機器・施設設置の必要性

　　　③ポスドク雇用の必要性

　　　④中間評価の結果　等

（６）一課題当たりの研究費総額及び研究開発期間
　　５千万～１億円程度／年

　　研究開発期間は３～５年間



（７）運営方法と課題の評価システム

①課題の公募と選考

　　　全国５カ所での募集説明会、主要な試験研究
機関への募集要領の送付、ホームページへの募
集要領の掲示を通じて公募。この過程で寄せら
れる相談に対し、担当課、研究リーダーがポイン
トをアドバイス。

　　　選考・評価委員10名、専門委員数名（平成14
年度は1名）で第一次書類審査と第二次面接審
査（各課題毎に1時間程度のプレゼンテーション
と質疑）を経て候補を決定。他の競争的研究資
金との重複の有無のチェックを経て、最終決定。



②課題の進捗状況の把握と評価

【実施体制】

　　選考・評価委員10名、専門委員数十名（平成14
年度は34名）、研究リーダー8名の体制で実施。
　　◎単年度評価（主として書類審査）

　　◎中間評価（書類及び面接審査）

　　◎事後評価（書類及び面接審査）

　　◎研究リーダー（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵﾌｨｻｰの役割を担う者）
　　による現地調査と事務担当者による会計チェッ
　　ク



表２ｰ選考・評価の運営状況

○成果発表会（選考・評価委員、専門委員２人と研究リーダー
　によるヒアリング兼用）

○選考・評価委員(主査）、専門委員２人と研究リーダーによ　
　る事後評価

○選考・評価委員(主査）と研究リーダーによる単年度評価

○選考・評価委員(主査）、専門委員２人と研究リーダーによ　
　る中間評価

○選考・評価委員(主査）と研究リーダーによる単年度評価

○選考後、選考・評価委員（主査）と研究リーダーによる研究
　計画のチェック

○選考・評価委員(主査）と研究リーダーによる単年度評価

　　　　　　　　　　　　主要な評価

　５年目

　４年目

　３年目

　２年目

　１年目

　　課題



【評価結果の取扱い】

　①単年度評価、中間評価、事後評価とも研　
　究者に通知

　②中間評価と事後評価については、概要を
　ホームページに掲載

　③中間評価結果は中止を含めた研究計画　
　の見直しや研究費配分の見直しの基礎的
　要素として使用



２．配分機関における成果等に係る評価の
結果
（１）実施方法

　　 従来から外部専門家だけで構成される

選考・評価委員会において、採択課題の評
価にとどまらず、制度運営方法、評価シス
テム全体について、幅広い意見・評価を受
け、かつ必要な制度改善を図ってきており、
今回の評価結果はそれらを踏まえた取りま
とめをしている。



（２）成果等の現状
　A.課題採択・資金配分の全般的状況　

〇課題の採択

　　選考・評価委員10名、専門委員数名（平成14年
度は1名）により第一次書類審査で採択候補を絞
り込んだ後、各課題毎に1時間程度かけて行う第
二次面接審査（プレゼンテーションと口頭質疑）
を経て決定。

　　平成14年度の場合、第一次審査の対象は306
課題、第二次審査の対象は27課題。　　



表３－新規採択課題数の推移
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表４ｰ採択率の推移
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表５ｰ予算額の推移
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表６-年間研究費の規模別課題数
　　　　　　　　　　 　（平成14年度）

　 ６２　　　６３５２１課題数

　 計～１億円～８千万～５千万



Ｂ．研究成果
【論文数】
　研究期間終了課題に係る１課題当たりの原著論文数は平
均５３報

　　表７ｰ論文の年間発表総数
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【特許申請数】
平成8～13年度採択課題に係る特許申請数は137件（うち特
許登録は22件）
表８－特許申請の事例

出願中

特許登録済

特許登録済

　　備　考

　大腸菌などが作出した人工蛋
白質の立体構造を正しい構造に
再構成するために必要な手法の
発明

人工ｼｬﾍﾟﾛﾝ用キット

　乾燥等ｽﾄﾚｽ誘導性遺伝子の
発現を制御する遺伝子であり、
高レベルのストレス耐性植物を
作出するために必要な発明

植物の転写因子をコー
ドする遺伝子

　植物細胞の増殖を促進するペ
プチドをコードする遺伝子であり、
形質転換植物を作成するために
必要な発明

植物の細胞増殖因子
前駆体ポリペプチドを
コードする遺伝子、植
物の増殖方法

　　　　　　発明の概要　　　　　　 発明の名称



【研究成果の具体例】

表９ｰ研究成果例１（平成12年度終了課題）

Plant Cell(1998)
現在、この遺伝子
を組み込んだｽﾄﾚ
ｽ耐性イネ、ユーカ
リ、芝を開発中。

地球規模の食料・環

境問題の解決に寄与
することを目的として、
乾燥・塩ストレス耐性を
発現させる機能遺伝子
群（DREB）等を分離し
て、高ﾚﾍﾞﾙでの乾燥・
塩・凍結耐性植物を作
出することに成功。

乾燥・塩ス
トレス耐性
分子機構
の解明

　　備　　考　　　研究成果　課　題



図２ｰ研究成果例１



表10－研究成果例2（平成13年度終了課題）

Science（1998)
研究期間終了
後、再度本事
業に応募して、
より安定した
核移植技術の
確立に向けて
研究継続中。
　

　優れた遺伝形質を持
つ家畜繁殖技術の開発
に資することを目的とし
て、1997年の英国Roslin
研の体細胞ｸﾛｰﾝ羊の作
出に続き、1998年に世界
で初めて体細胞ｸﾛｰﾝ牛
の作出に成功。

継代培養細胞
を用いた家畜
繁殖技術の開
発

　　備　考　　　　研究成果　　課　題



図３-研究成果例２



表11－研究成果例３（平成13年度終了課題）

Nature(2000)
現在、国の昆
虫産業創出プ
ロジェクトの一
環として、より
完成度の高い
技術の作出に
向けた研究を
継続中。

　我が国の昆虫産業の活
性化に資することを目的と
して、世界で初めて家蚕絹
の繊維化前、繊維化後の
構造を決定し、繊維化機構
の解明に成功。

　この結果、高強度な再生
絹繊維の構造プロセスの
開発や新たな特性を有す
る絹様物質の作成に成功。

絹タンパク質

の原子ﾚﾍﾞﾙ
での構造ｰ物
性相関の解
明と新しい絹
繊維等の開
発

　備　考　　　研究成果　課　題



図４-研究成果例３



表12-研究期間終了課題の事後評価

---1731964課題数

11.522.533.544.55評　点

注）５：極めて優れた研究である。
　　 ４：優れた研究である。
　　 ３：意義のある研究である。
　　 ２：あまり意義が認められない。
　　 １：研究の意義は認められない。



３．評価結果
（１）　平成１４年度までに研究期間を終了した課題は５０課題であるが、
その研究成果は、

　　①Cell、Natureをはじめとする学術誌に多数掲載され、他の基礎研
究や食料・農業・農村基本計画の課題解決に向けたプロジェクト研
究の基盤を提供している(４０年間謎とされてきた世界初の終止コド
ンの解明、イネＱＴＬに係る遺伝子ネットワークの解明等）ほか、

　　②実用化に向けた研究開発のシーズとして、応用研究の発射台とも
なっているところ（カンキツの機能性成分や茶の抗アレルギー作用を
活用した機能性食品の開発等）。　

（２） また、中間評価をはじめとする外部有識者等による評価を通じて、
研究中止を含めた資源配分の適正な見直しも実施しているところ。

（３） 他方、平成８年度の制度発足以来、より適正な事業

　　運営を確保するため、選考・評価委員会での議論等を

　　踏まえ、これまで以下のような改善を実施。



表13－これまでの制度改善

　若手研究者支援型の設置平成11年度

　第一次審査から第二次審査に進むに当たっ
ての採択課題分野の偏りの是正

平成14年度

　研究補助者についての受託者雇用への転
換

　研究費における間接経費の制度化

　研究開始時点における審査過程の議論を
踏まえた研究計画の見直し

平成13年度

　基本的に委員全員が選考に参加する方式
への転換

　　　改　善　事　項開始年度



【評価結果（総括）】
　　制度発足以来、外部専門家から成る選考・評価委員会に
おける議論を踏まえ、幾多の制度改善を重ねてきているこ
とから、選考・評価委員からも、質の高い成果が生み出され
るとともに、透明性の高い選考・評価とそれを踏まえた公正
な運営が確保されているという評価。

農林水産業、食品産業等、他分野の競争的資金ではカ
バーしきれない研究分野を対象として

いることもあいまって、大きな期待を寄

せられており、それが高い競争率という

形でも現れている。
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